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人の表現は多様な形で実現される。人間の発達と表現は密接に関連しており，自己表現は言語を通じて多

様な形で実現される。言葉を用いた表現には，音声言語だけでなく，視覚的な手段による手話も含まれる。

本論文では，手話という言語の歴史を通じて，人間の表現とその発達を考察し，特に音楽と手話が関係する

手話歌における問題点，そして歌詞の解釈と手話による翻訳の課題について検討する。
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はじめに

私たちが音楽を通じて表現しようとすると

き，音楽には感情性が伴うということiを常に考

えなければならない。音楽の感情性とは，音楽

が聴き手に感情的な反応を引き起こす能力のこ

とを指し，音楽はリズム，メロディ，ハーモ

ニー，テンポ，ダイナミクスなどの要素を通じ

て，人々の感情を呼び起こしたり，変化させた

りする力を持っている。

まず感情の表現が挙げられる。音楽は，作曲

者や演奏者の感情や意図を表現する手段として

機能する。例えば，クラシック音楽では，作曲

家の意図によって，時に深い悲しみや喜びを伝

え，ジャズやロックなど他のジャンルも，自由

な表現を通じてさまざまな感情を喚起する。こ

のことによって，聴く人々の感情の誘発が起き

る。例えば，ゆっくりしたテンポやマイナー

キーの音楽は，悲しみや沈思を誘発しやすく，

アップテンポで明るい音楽は喜びや興奮を引き

起こす。音楽の構造や音色の選択が，感情の誘

発に大きな役割を果たしていると言えよう。ま

た，音楽は，文化的・社会的にも影響を及ぼし

ている。特定のメロディやリズムがある社会で

は喜びを表すものもあるかも知れないが，他方

では違った感情を引き起こすことがある。ま

た，音楽は，宗教的儀式や社会的行事などにお

いても，特定の感情を共有するために用いられ

ることが多い。仏教の仏教讃歌やキリスト教の

讃美歌がそれである。音楽は，しばしば，個人

の過去の経験や思いと結びつき，その人にとっ

て特別な思い出や経験と結びつく。このように

音楽は個人の感情，文化的背景，そして音楽そ

のものの構造的要素が複雑に交錯して生まれる

ものである。

一方でこれらは全て「音楽は聴くものであ

る」という前提の下成り立っていることも考え

なければならない。

本稿では，人の表現方法として用いられる音

楽表現，特に手話歌の歴史に目を向け，本来の

手話歌の持つ意味および音楽がどのような役割

を果たしているのかについて論述する。

１．先行研究の検討と検討課題および目的

1−1 言語教育としての手話教育について

｢言語教育としての手話教育」（神田；1998）

の中で，神田は，言語学習はそれ自体が目的に

なることはなく，手段であるのが普通であるii

とし，現在の日本での言語学習における「手話

教育」の位置づけについて問題提起をしてい

る。手話話者は，障がい者手帳から推計数値を

言うならば，50万人と言われる。

日本では，日本語以外の言語の存在を公認し

ていないiiiため日本では，日本語の一つとして，

日本手話を否定してきたことがわかる。日本の
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教育は外国語教育科目を除き，国語である日本

語で教育することが定められているために，正

規の学校である聾学校は，日本語以外の言語で

の教育が出来ないという理屈が成り立ってivし

まう。そのことにより，日本の聾学校が口話教

育に偏重し，手話教育を導入しないvことにつ

ながってしまっている。

一方，アメリカや北欧などでは手話をろう者

の言語と位置づけ，多言語教育政策の一環とし

て手話による教育を是認しているvi。このよう

に言語の考え方を比較することで，どのように

日本手話を取り入れていくのかを考えなければ

ならない。

日本では，一般の人々が「手話」を知った

り，学んだりする機会として，手話講座なども

多く開講されているが，これらのほとんどが，

ろうあ運動理解や福祉教育に力点があり，手話

教育の学習効果についてはほとんど議論になっ

ていないvii。手話は，ろう者の言語であるとい

う主張は受け入れるが，手話教育が言語教育で

あるという考え方は受け入れられていないとい

う，言語観の問題が大きく横たわっているよう

に感じる。

１−２ ｢手話歌」に関する問題点の研究

｢手話歌」もその一種として考えられるので

はないか，と思える一方で，「なぜ＃手話歌な

のか」聴手話ユーザーによる言語ハイジャック

（2021；富田）の中で，富田は，ソーシャルメ

ディアというプラットフォームに焦点を当て，

聴者ユーザーが＃手話歌を使用するとはどうい

うことなのか，それがいかに言語ハイジャック

に結びつき，そしてどのように「文化の盗用」

という概念につながっているのかviiiを述べてい

る。「不正確の使用をすることによって抵抗す

る」ことと，「不関心であることによる無知」

の2つでもって，声出し「手話歌」を多数派で

ある者たちが盗用し続けているixと述べ，「手話

歌」は聴者ユーザーとろうコミュニティーとで

は違う意味を持っており，手話はろうコミュニ

ティーが所有している言語であるにもかかわら

ず，ろうコミュニティーがそれについて話した

り，意見をする機会すらない。このことは，大

いに問題があると考えられる。「手話歌」が，

聴者によって演奏され，聴者に理解が出来て

も，ろう者あるいは手話ユーザーに理解が出来

なければ，それを「音楽」と呼ぶべきではな

い。

加えて「手話歌」には音楽リズムにおける問

題点もあると指摘されている。「手話歌の問題

点の検討‐当事者の視点および様々な視点から

の問題点抽出の試み−」（2021；伊藤）の中

で，伊藤は，「手話歌」は音楽の中のジャンル

として注目され，これまで手話を知らなかった

人が手話というものを知ったり，手話が普及す

るきっかけにもなるプラス面もあるとしながら

も，手話歌騒動のようにマイナス面も存在す

るxことを述べている。

｢手話歌」では，音程，リズムは歌と手話が

対応しないことが問題である。手話にはそもそ

も音程はないものだから，音の高低を表すとよ

り何を表現しているのかがわからなくなってし

まうだろう。リズムについていうならば，歌の

中でのリズムは，音声日本語に対応したリズム

である限りは，音声日本語と別の文法体系であ

る日本手話で表すこと自体に無理が生じる。

２．「手話歌」の歴史

2−1 ｢手話歌」の歴史

まず，日本の「手話歌」における歴史を概観

したい。日本の手話歌における起源は，明治時

代であるxi。本篇には，［明治35年に大阪の中

之島公園東公會堂で，慈善音樂諸藝大會があ

り，手勢（しゅせい）唱歌の発表があった］と

ある。（手勢とは，いわゆるジェスチャーであ

り，「身振り手振り」である。戦前のろう教育

の第一人者である古川太四郎が使った。言葉の

起源は中国である。）手勢はろう教育の第一人

者である，古川太四郎（1845-1907）からの

影響を大きく受け当時使われていた。古川は，

1875年寺小屋の教師であった時期に聾唖の生

徒が日常的に使用していた手話に着目し，体系

的な機能を持つ「言語」として，教授用の手話

を考案したこの表現方法を手勢法（しかたほ
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う）とよび，現在の日本手話の原型となったと

言われている。明治11年から古川は，「ろう者

たちが実際につかう手勢から，日本語教育に取

り組むべきである｣xii と，ろう教育研究の発表

をしていたのである。

このことから，当時は，手勢は単にジェス

チャーと捉えていたわけではなく，現在で言

う，手話を手勢と捉えていたと考えられる。

よって，日本で最初に「手話歌」を発表した

のは，明治35年であることがわかる。

では，「手話歌」とはどのようなものなのか

考えていきたい。「手話歌」の普及には，高橋

潔（1887-1958）の影響が大きかったと言わ

れる。高橋は，東京都ろう者協会の手話コーラ

ス部を率いていた。

また，大阪ろうあ学校の校長を務めた経験も

あり，昭和７年に賛美歌を手話で歌い，昭和29

年には，三朝小唄（みささこうた）［鳥取県東

伯郡三朝町の新民謡，作詞 野口雨情，作曲 中

山晋平］の歌詞に手話を付けて発表をしてい

る。高橋は，宗教教育を重視する視点をもって

いたため，その考えから賛美歌を手話歌にした

ようである。つまり，ろう者の生徒たちに対す

る教育の一環として，「手話歌」を用いていた

のである。その後時を経て，東京都ろう者協会

の手話コーラス部はろう者が中心となって昭和

48年から昭和53年の約５年間手話コーラス活

動を団体でしていたが，徐々に手話歌がろう者

中心から聴者中心のものへと変化していったた

め，手話コーラス部は廃止となった。このよう

に元々手話歌は社会的に強い意味を持ち，なお

かつ，ろう者にとって必要なものであったこと

がわかる。

２−２ ｢手話歌」の歴史と具体的問題点

現代での「手話歌」というと，「なぜ＃手話

歌なのか 聴手話ユーザーによる言語のハイ

ジャック」（富田,2021)viii で述べられたよう

に，一種のエンタメとしての要素が強くなっ

た。もちろん中には，「手話歌」から手話に興

味を抱き，学習を始める者もいるだろう。しか

し，「手話歌」の歴史を振り返り，昭和53年に

廃止となった手話コーラス部の廃止原因を考え

ると，そもそも手話歌は，日本語手話を基に

し，ろう者教育のために続けられていたもので

ある。このことに目を向けず，聴者が，単なる

興味，あるいは何となくのジェスチャーを付け

ることで，「手話歌」を演奏したつもりになる

ことは避けなければならない事は明確である。

｢日本における手話歌の通史」（若林,2021)xiii

の中で若林は，なぜ「手話歌」がおかしくなっ

たのかは，歴史的にみるだけではわからないと

述べつつも，発生当初は手話コーラスの形でろ

う者主導だったが，次第に健聴者主導となる，

この過程で手話歌のあり方がおかしくなって

いったと指摘する。

｢手話歌」を正確に理解するためにまずは，

手話は独立した言語であることを知って，手話

は決してジェスチャーではないという事を意識

せねばならない。「手話歌」は「手話歌」自体

に社会的意味があり，ろう者たちにとって必要

なものであったこと，現代の聴者がするように

エンタメ性が意識されたものではなく，「手話

歌」の歴史から知り，手話を扱う事は言語を扱

う事であることを忘れずに，正確な知識から学

び，演奏する必要がある。

３．｢手話歌」と歌の違い

3−1 音楽の要素と手話歌

ここでは，「手話歌」と歌における不対応な

どについてみていきたい。

まず，音楽に欠かせない要素として，リズム

（律動）・メロディ（旋律），ハーモニー（和音）

の３つが音楽の三大要素と言われている。それ

に加え歌には，歌詞‐言葉がついているため，

表情・声量・声質・表現力なども重要な要素と

して考えねばならない。

伊藤は，「手話歌の問題点の検討」の中で，

手話歌は手話として不完全な形であるxivと述

べ，特に，音程とリズムの２点が対応しておら

ず，音程においては，手話では表現することは

ほとんどないとしている。また，リズムは日本

語主体のため，日本語と別の文法体系を持つ日

本手話で表すのは不可能であるxvとする。この
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ことから，聴覚障がい者の一部は「手話歌」を

楽しむことが出来ないという事につながる。ま

た，伊藤は，「手話歌」は文法が全く異なる２

つの言語が衝突した形のものであるxviとも述

べ，日本手話を第一言語とするろう者にとって

非常に理解しづらく，現在起きているような問

題につながるような誤解を生みだしていると考

えられる。このことを，伊藤は，英語の単語を

日本語の語順に並べて歌う事にたとえ，これは

もはや英語の歌ではないxviiと述べる。このよう

な歌は，英語を母語にする者が聴いても何を

歌っているか理解できない。そこには，言葉‐

言語としての文法構造がないからであり，「手

話歌」も同様のことが起きている。

筆者は，仏教讃歌をドイツ語に訳し，発表し

たことがあるが，翻訳（ドイツ語文法に合わせ

て，仏教を知らない人でも，内容がわかるよう

に訳を作成）した後，日本語の歌詞に合わせた

語順に近いように訳詩の作成，その後，歌詞と

してリズムや理解可能な音程を鑑みた歌詞の作

成などを試み，理解に関するアンケート調査を

行った。結果，仏教讃歌の旋律にのせて歌唱す

るより，ドイツ語に翻訳したものを読んでもら

い，元々の日本語での歌詞で歌唱する方が理解

しやすいとの結果であったxviii。このことは，

筆者にとって非常に興味深く，普段，「ことば」

を伴う歌を仕事にするにあたり大きな発見と

なった。

さて，「手話歌」に話題を戻すが，「手話歌」

で問題なのは，やはり，日本手話を第一言語と

している当事者不在のままに，「手話歌」を生

み出しているところに大きな課題が潜んでいる

と言えよう。手話には，「日本手話」と「日本

語対応手話」があり，それぞれに独自の文法を

持った独立した別の「ことば」である。「手話

歌」はそのどちらでもなく，非常にわかりにく

い構成となっている。

３−２ ろう者にとっての音楽‐歌

ろう者の音楽‐歌はどのようなものであろう

か，2016年に公開された，「LISTENリッス

ン」という映画がある。これは，ろう者である

監督２名が「歌わずにはいられない。私たち

は，それを，なんと名付ければ良いのだろう」

という問いから生まれた，58分間の静寂映画で

ある。しかし，テーマは「音楽」であり，出演

する15名のろう者は生き生きと画面の中で，歌

い，踊り，確かにそこでは「音楽」が奏でられ

ている。私たち聴者は音を聴いてそれによって

心動かされたり，感動したりするが，それだけ

ではない。音も聴いているが，奏者の表情や息

遣い，身体表現なども「音楽」の一部として受

け取り，すべて含んだところで感動するのであ

る。監督の牧原は，

｢小さいころ，音楽は私にとってもやもや

としたものでした。聴者は音そのもので感

動しますが，私はそれがわかりません」

「代わりに演者の身体や表情，情念，動き

などから音楽を感じ取ります。それでも，

音そのものが見えないことに，ずっともや

もやを抱いていました」

そんな牧原さんはある時，今までにないを

経験する。「大学の時，サインポエムとい

うものに出会いました。手話で韻を踏む文

学の一つですが，なぜか，そこに非言語的

なものが見えたのです。これこそが，“音

楽のようなもの”なのではないかと直感し，

心が動かされました｣xix

と語っており，それは他のろう者も同じであ

り，音そのものではなく，それ以外の非言語的

なものが「音楽」として見えてくるのだ。この

ドキュメンタリー映画の中には，聴者の思う

「音楽」や楽器の音や音声は一切ないが，演者

は，自身の手，指，顔の表情から全身を余すこ

となく駆使して，視覚的な「音楽」を奏でる。

ここには確かに，手話という言語を超え，見え

る「音楽」へと新しいジャンルが開かれたよう

でもある。

４．手話と手歌（しゅか）と歌詞

4−1 手話を基にした手歌の実践

ここでは，音楽は人々の文化に深く根付いて
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おり，特に歌は感情や「ことば」で言い表すこ

とが出来ないメッセージを伝える強力な手段で

あることを前提に，考えていく。

｢手話歌」は，これまで述べてきたように，

言語そのものの違いから共存させることが困難

であることがわかってきた。そこで，ベネズエ

ラで生まれた音楽教育エルシステマを取り入れ

た音楽活動を行っている，ホワイトハンドコー

ラスNIPPONの手歌を用いた合唱曲の発表を

行った。発表したことで非常に豊かな表現が得

られた。

手歌は，次のような過程で作成をした。

① 楽曲選曲

COSMOS ミマス 作詞/作曲 富澤 裕 編曲

unlimited 桑原 永江 作詞 若松 歓 作曲

② 楽曲の解釈

③ 楽曲の解釈の共有

④ 日本手話の基本手話の説明および楽曲内の

重要単語の共有

⑤ 楽曲の手歌作成

⑥ ろう者講師による手歌精査

⑦ 合唱（音声）と手歌（しゅか）の合わせ

⑧ 発表

ここで重要であるのは，⑤手歌作成には，ホ

ワイトハンドコーラスNIPPONのサイン隊講師

であり，手話通訳士および歌手でもある講師と

手歌作成をしたこと。⑥にろう者講師による手

歌（しゅか）精査が入っていることである。

これらのことにより，先に述べてきた「手話

歌」のように，ろう者を置き去りにした，理解

不能な合唱にはならないよう心掛けた。

以下に演奏発表を行った，〈unlimited-アン

リミテッド〉の１番のみ活動の一端を紹介す

る。

歌詞（番号は手歌と対応)

① 翼よりも 光よりも 心は速いよ

② 瞳閉じて 思うだけで 星に飛べるよ

③ 箱庭の空ではもう 足りない

未来の地図ひろげて

④ 僕は僕を 君は君を 越えてゆく

⑤ unlimited

⑥ どんな夢も かなうだろう

⑦ 命という奇跡を

⑧ がむしゃらに 輝かせながら

⑨ 振り向かずにゆこう

⑩ unlimited

⑪ 無限遠の あしたへ

学生たちの解釈

この歌は，中学生の多感に時期に歌われるこ

とが多い。なぜなら，中学生という時期には，

様々な環境や体に関することなど「変化」が多

い時期だからだ。一方で，歌詞に「翼」「光」

より自分の心の動きが速いのだという事や，

「思うだけで」星にまで飛べると考えたりして

いる事で，この時期ならではの創造性豊かな面

も歌われる。その創造性の大きさが，「箱庭の

空」では足りず，もっと広い空を望んでいる。

それを叶えるには，題目にもなっている

「unlimited」＝「無制限の」へとつながってい

る。自分の「命」自体，生きていること自体が

奇跡であるから，それを今の自分たちのように

がむしゃらに生きて「無制限の」将来へ進も

う！

（学生12名の解釈を筆者がまとめた)

手歌（しゅか）の作成

手歌（しゅか）の作成は，学生たちの解釈と

日本手話で理解ができるような言葉に置き換え

ながら一つずつ行った。また，楽曲のリズム

（音の長さや楽曲内の和声進行による楽曲分析）

を活かした上で考えた手歌（しゅか）を講師と

学生と対話しながら作成をした。作成した手歌

は，以下に手話の動きを歌詞に照らして次に示

す。

手歌（番号は歌詞と対応)

① 翼 (いいえ) 光 (いいえ) 心 速い

② 瞳を閉じる 思い浮かべる 私 自由/飛

んでいくことができる

③ (空を見上げて）壁がある 狭い/耐えられ

ない 壁がある（それを）広げる（「パッ」

の口)
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④ 私は私の あなたはあなたの 壁を突き

破って行こう（「パッ」の口)

⑤ 壁がある（それを）取り払う（「パッ」の

口)

⑥ 希望（「ぼ」の口) 叶う だろう（想像す

る)

⑦ 命（これ) すごい！（その）奇跡

⑧ 一生懸命/生きる

⑨ (あの場所を）目指して突き進もう

⑩ 壁がある（それを）取り払う（「パッ」の

口)

⑪ 頑張って生きる 明日に向って

＊（ ）内は，日本手話文法に含まれるものを補った

動き。

( ）下線部は文法の一部として使われる口の動きを

示した。

4−2 手歌の分析

まず，①の歌詞では，翼「よりも」 光「よ

りも」と二回「よりも」が出てくるが，日本手

話でこの「よりも」を表すと，両手の親指と人

差し指で「C」を作り，利き手を下から上に

持っていくと「〜よりも」を表す手話になるの

だが，この手話は「〜のほうが」も表すため，

意味の読み取りが非常に困難になる。また，歌

詞の中での「〜よりも」が翼，光とふたつ出て

きた後に，心が速いと続く，比較として扱って

いるにしては，比較対象が「翼」「光」「心」で

あり，どのような比較なのかが明確ではない。

また，「〜よりも」と「〜ほうが」の文章では，

省略も出来る文章に言い換えることも可能なた

め，より複雑な文章構成となってしまう。例え

ば，手話で表すときに，【学校へ行った方が良

い】の中の「方が」を外しても（他の表現）手

話で話すことができる。また，【オンラインよ

りも対面授業の方がわかりやすい】には「〜よ

りも」と「〜の方が」の両方入っているが，こ

れも先の表現同様に，他の手話で言い換えて話

すことが可能である。このように手話で言い換

えることができるため，「手歌」作成の際には，

「翼（いいえ) 光（いいえ）」というように，

「翼ではない，光でもない，心が速いのだ」と

いう手歌で演奏することになった。

次に②の歌詞は，「瞳閉じて 思うだけで 星に

飛べるよ」であるが，このまま手話で説明をす

ると，全く意味が通じなくなってしまうため，

次のように，手話での文法を考えながら，言葉

を足した。

｢瞳を閉じる 思い浮かべる 私 自由/飛ん

でいくことができる」とした。太字下線の

「私」と「自由」は言葉を足した部分である。

音声日本語で表された詩には，ない言葉である

が，これらの言葉が抜けてしまうと何なのか理

解が出来ないと考えた。また，手歌では，「星」

という単語を抜いているが，「星に飛ぶ」を手

話で表そうとすると１）音声日本語の歌詞の意

味との齟齬が生まれる ２）手話で分かるような

表現で楽曲の音声リズムに合わせて手歌をする

と手歌としてのリズム感や世界観が崩れてしま

う と判断したことによる。

③の歌詞は，「箱庭の空ではもう 足りない

未来の地図をひろげて」であるが，ここでの手

歌は，「（空を見上げて）壁がある 狭い/耐え

られない 壁がある（それを）広げる（「パッ」

の口）」とした。ここでは，「箱庭の空」という

表現について，学生たちの解釈では，「この時

期ならではの創造性豊かな面が今見えている空

だけでは足りない」であった。そのため，「空

を見上げて，その空には壁があって，そのため

とても狭い，その狭さが耐えられない，だから

それを広げてなくす（「パッ」の口）」というよ

うに説明的な手歌にすることにした。

④の歌詞は，「僕は僕を 君は君を 越えて

ゆく」であるが，手歌では，「私は私の あな

たはあなたの」まず，「を」⇒「の」へ変更し

た。これは，その次に続く，「超えてゆく」に

つながるものであるが，手話では「何を」超え

るのかを明確にする必要があるため，「の」と

しておいて，「超えてゆく」の手歌に，「壁を突

き破って行こう（パッの口）」とした。ここで

の「壁」とは，③の手歌で「箱庭」を「空にあ

る窮屈な壁」と表したこの「壁」を指してい

る。

⑤ の 歌 詞 は，題 目 に も なっ て い る
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「unlimited」であるが，日本語への直訳は，

「無制限の」となるが，これを，手歌では，「壁

がある それを 取り払う（「パッ」の口）」と

した。手話で「制限がない」を表現するには，

いくつかの方法が，一般的には，「制限」と

「ない」を組み合わせて表現する。「制限」両手

を胸の前で交差させてから開く動作をした後，

「ない」の手話表現を続ける。これは，両手を

胸の高さでひらひらさせる動作であるが，この

場合も②の手歌同様に，手話そのもので歌おう

とすると，楽曲のリズム感や世界観が崩れてし

まうと判断したことによる。

⑥の歌詞は，「どんな夢も かなうだろう」

だが，手歌では，「希望（「ぼ」の口) 叶う

だろう（想像する）」とした。これは，学生の

解釈にもあったように，本楽曲は中学生という

多感な時期に感じる不安に立ち向かい，がむ

しゃらに生きて行こうとする力強い様が表され

ている。そのため，手歌では「夢」という手話

に対応させず，自分が「希望」をする道を叶え

て行こうというメッセージも込めて作成した。

⑦の歌詞は，「命という奇跡を」であるが，

この言葉を手歌にするのは困難を極めた。「命」

「奇跡」を手話で表すと，「命」はこぶしを作り

胸にあてる動きで，「奇跡」は，左手の手のひ

らの上に右手で指文字の「き」を作って回す動

きで作られる。しかし，手話で会話をする際に

は，音声での会話に比べて，より具体的に文章

を表すものであるため，「命という奇跡」とは

何を表したかったのか，を考え，手歌に入れな

い事には意味が通らなくなってしまう。このこ

とから，手歌には，「命」を指して「これ，す

ごい！」それが「奇跡を起こす」というような

表現とした。

⑧の歌詞は，「がむしゃらに 輝かせながら」

であるが，この歌詞は，⑦での歌詞と合わせて

考えなければならないため，「奇跡のようなす

ごい命」を「一生懸命に生きて行こう」という

手歌にした。

⑨の歌詞は，「振り向かずにゆこう」だが，

手歌では，その意味を分かりやすくするため

に，拡大解釈し，「（あの場所を）目指して突き

進もう」とした。

⑩の歌詞は，⑤と同様。

最後に⑪の歌詞は，「無限遠のあしたへ」無

限遠とは，距離が非常に遠方にあることなどを

表している。「無限遠」は写真の世界で使用さ

れることが多いことから，手歌では，⑨同様に

その意味を分かりやすくするために，「頑張っ

て生きる 明日に向って」とした。この際大事

にしたことは，学生の解釈に，「無制限の将来

へ進もう！」とあり，今を生きている力強さや

命あるだけで素晴らしいこと，そして，輝かし

い未来に希望をもって突き進んでいきたいとい

う力強い思いを込めた。

4−3 手歌と歌詞について

このように，音声日本語の文法から派生した

詩を歌詞の持つ楽曲をそのまま「手話歌」とし

て演奏することには，相当な無理があり，手話

話者には理解することが困難であることが明ら

かになった。

このことは，「どのような言語によってでも

現実世界は正しく把握できるものだ」との論に

疑問を呈した，サピア＝ウォーフの仮説にある

ように，言語はその話者の世界観の形成に関与

することを提唱することを提唱する仮設であ

り，個人が使用できる言語によってその個人の

思考が影響を受けることを体系化した理論であ

ると基軸をなした。1921年に「使用する言語

によって人間の思考が枠付されている｣xx との

新しい言語観をエドワード・サピア（Edward

Sapir,1884-1939）が発表し，1940年にベ

ンジャミン・リー・ウォーフ（Benjamin Lee

Whorf,1897-1941）がこれを取り入れ，サピ

ア＝ウォーフの仮説と呼ばれている。手話は一

つの独立した言語であるため，サピア＝ウォー

フの仮説にあてはめることで，その納得が得ら

れる。そもそも２つの言語で同時に歌うことは

不可能であるということが明らかである。

しかし，一方で，合唱で声だけを使って歌っ

てきた学生たちにとって，今回取り入れた「手

歌」は，声だけでは表すことが出来なかった世

界観を視覚的に表現することが叶ったようで
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あった。声だけで表現するときは，「自分はこ

んな風に歌っているつもり」であった，目には

見えないものであるため，他者にどのように伝

わって（聞こえて）いるか自分で判断すること

は難しい。たとえ声を録音したとしても，合唱

であるため，「自分の声」がどれなのか判断が

出来なかったり，聴く力に乏しかったりする。

あるいは，「出来ている」つもりになりかねな

い。今回は，「手歌」という視覚的に音楽を捉

えることができる活動を行ったため，楽曲への

理解も深まり，声で表現する表現力も飛躍的に

伸び，学生同士で表情の確認や，声色と手の動

きの検討など，これまで気がつけなかった細部

にもこだわる姿が見て取れたことは，大いに評

価できるものである。

５．今後の課題と展望

5−1 手話ポエムと音声日本語詩について

ここまで手話は一つの言語として，独自の文

法を持ち，文化をも持っていることを述べてき

た。しかし，本稿で取りあげたのは，音声日本

語から生まれた「詩」であり，「楽曲」であっ

た。 そこで，音声日本語の歌詞ではなく，

「詩」に焦点を当て，サインポエトリーについ

ても今後は触れていきたいと考えている。

｢サインポエトリー ろう者のポエジーとポエ

トリー」（萩原；2021）によると，サインポエ

トリーはろう者自身の体内に沸き起こるポエ

ジーを，ろう者自身の言葉である手話で「詩」

のかたちで表出したものであるxxiと定義し谷川

俊太郎の『今日は誰にも愛されたかった』の中

で，既に音声日本語や音声英語，あるいは文字

という言葉の形を取って表しており，いわゆる

それは「詩」であり，言葉の中には手話も含ま

れるとしている。また，ポエジーは，心の中に

沸き起こる思い，あるいは唐突に降ってきたも

のを受け止め，波立つ感触，まだ声や文字など

の「ことば」になって表されていないものであ

ろう。

萩原は，手話で詩を表現する方法は３種類へ

の分類が可能としている。

１）日本語や英語などの他の言語で筆記された

詩を手話に翻訳し朗読するもの

２）会話や生活の言語として用いられる手話に

よって平易に朗読するもの

３）自由な韻律や旋律を組み立て，手話によっ

て新しい詩の表現を創造するものxxii

何れの方法でも詩を語ることができるが，中

でも，３）が，サインポエトリーと定義づけら

れるという。

なぜなら，１）や２）は日本語や英語の音声

話者によって創造された「詩」を手話に置き換

えるものであり，２）は日常のコミュニケー

ションの手段として成り立つものを用いたもの

として考えられるためである。「詩」の扱いに

おいての考え方は，聴者が学校教育の現場で学

習してきたようなものと同様であると考えら

れ，手話を一つの言語，そしてろう文化を考え

るならば，当然であろう。

｢詩」が生まれたり，「音楽」が生まれたりす

るきっかけは，人の感性が触れたもの，心の琴

線を揺らすものに出会った時である。それは，

それぞれの人々の内面にあるものであり，耳が

聞こえる，聞こえないは全く関係のなく起こる

ことであるということを我々聴者は知っておく

必要がある。

5−2 手話と音楽の融和への課題

手話は，音声に頼らない新しい自己表現の形

として，その歴史とともに多くの発展を遂げて

きた。音楽と手話の融合は，ろう者や手話話者

にとって不快なものではなく，新たな表現の可

能性を開き，音楽の持つ感動を視覚的に共有す

る手段となり得ると確信する。それには，ろう

者や手話話者当事者の考えや感覚を聴者が知

り，音声日本語で書かれた情報について丁寧に

説明をして，互いの理解に努めることが必須で

ある。また，音楽や詩に特化した手話翻訳者の

育成が進み，専門的なスキルを持つ翻訳者の需

要に応えることが可能となるように努めていか

ねばならない。そのためには，手話による自己

表現のさらなる発展と，音楽を含む多様な表現

方法との統合が期待される。

これまでに多様な表現を取り入れようと，ろ

身体と言葉を結ぶ音楽表現活動の一考察

―40―



う者の当事者を起用した映画，『コーダ愛の歌』

は，その功績が認められ，第94回アカデミー賞

を受賞した。この映画では当事者を起用して，

当事者目線で描かれている。以前は，健聴者が

視覚障害者を演じることが少なくなかったが当

事者目線で描かれることにより，これまで触れ

て来なかった異なる文化やコミュニティーへの

視点を得ることができると感じている。コーダ

とは，コーダ（CODA, Children of Deaf Adults）

の略で，きこえない・きこえにくい親をもつ聞

こえる子どものことを指す。また，両親とも

に，もしくはどちらか一方の親だけがろう者・

難聴者でも，聞こえる子どもはコーダとされ

る。コーダは，1980年代にアメリカで生まれ

た言葉であり，1994年，D-PRO主催 THE DEAF

DAY'94でのレスリー・グリア（米国/ろう者）

の講演で，日本で初めて「CODA」という名称

と概要が紹介された。その後，成人したコーダ

が初めて集まり，「J-CODA（ジェイコーダ，

Japan Children of Deaf Adults）」が結成され

た。2015年に組織化して会員登録を開始して

いる。また，きこえない・きこえにくい兄弟を

持つ場合は ソーダ（SODA，Sibling of a Deaf

Adult），配偶者がろう者の場合は（SpODA，

Spouse of Deaf Adult，スポーダ）というよう

に，様々な文化共有コミュニティーが広がって

いる。

日本でも，同じように，当事者を起用した映

画『デフヴォイス 法廷の手話通訳士』映画化

され，さらに国際コンクールの出展のため，英

語字幕を付けるなど様々な工夫がみられてい

る。このように日本でも，妥当なレプレゼー

ションが認められつつあると感じている。米国

では，手話言語の文学という分野が確立され，

手話を学ぶ人々は，文学を通して手話言語を持

つ文化や視点に触れる機会与えられている。今

後 世 界 中 で 社 会 的 表 象 理 論（Social

representation theory）が深められることが

必要となるであろう。

5−3 今後の研究の可能性

今後の研究の方向としては，合唱などの歌詞

について，言語としての手話や手話ポエジーの

世界観を崩さぬようにしながら，当事者とのコ

ミュニケーションを大切にした演奏に心がけた

い。

近年，教育の現場での多様性が求められる中

で，このような音楽を介した対応性の応用は，

様々な教科・科目でそのあり方が求められてい

ると感じている。

本研究が手話という視覚的言語を通じた人間

の表現の可能性を示し，特に音楽と手話の融合

について今後の課題を社会的に提起するもので

あると願う。
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